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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッダ部とペイロード部を有するデータパケットを無線通信する無線通信方法において
、
　上記ヘッダ部は、同期化のためのプリアンブル部と、上記プリアンブル部に続くサブヘ
ッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、上記プリアンブル部における同期性能を助長す
るための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関する付加
情報を明示する信号系列、の一方又はその双方が割り当てられるとともに、上記プリアン
ブル部に続く付加的なプリアンブル信号成分又は上記プリアンブル部に続く反転プリアン
ブル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当てて構成されるデータパケットを無線通
信すること
　を特徴とする無線通信方法。
【請求項２】
　上記サブヘッダ部のＧｏｌａｙ符号は、Complementary pairsの一方のサブ系列の符号
と、他方のサブ系列の符号を、必要に応じて順序を入れ替え、或いは何れか一方又は両方
の極性を反転させた上で組み合わせて構成されていること
　を特徴とする請求項１記載の無線通信方法。
【請求項３】
　上記サブヘッダ部に含ませるサブ系列(以下、元サブ系列)の前後に、当該元サブ系列の
後半部分および前半部分をそれぞれ元サブ系列が巡回している形に置き換えることを特徴
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とする請求項２記載の無線通信方法。
【請求項４】
　上記サブヘッダ部には、Ｇｏｌａｙ符号の一方のサブ系列の符号と、他方のサブ系列の
符号とを順に割り当て、更にその後に上記一方のサブ系列、又は上記他方のサブ系列のい
ずれかの符号を割り当てて構成されるデータパケットを無線通信すること
　を特徴とする請求項２記載の無線通信方法。
【請求項５】
　上記サブヘッダ部における、上記プリアンブル部における同期性能を助長するための信
号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関する付加情報を明示
する信号系列の割り当てを、
１）無線通信装置のネットワークへの割当毎に決定する場合、
２）無線通信装置間の通信ストリーム毎に決定する場合、
　の何れか、又は双方が可能であって、
　上記選択は、
Ａ）ネットワーク内に割り当てられている無線通信装置の数、
Ｂ）使用する通信メディアの種類、
Ｃ）ネットワークの構成、
の何れか１以上に基づいて行うこと
　を特徴とする請求項１記載の無線通信方法。
【請求項６】
　ヘッダ部とペイロード部を有するデータパケットを無線通信する無線通信システムにお
いて、
　上記ヘッダ部は、更に同期化のためのプリアンブル部と、上記プリアンブル部に続くサ
ブヘッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、上記プリアンブル部における同期性能を助
長するための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関する
付加情報を明示する信号系列の一方又はその双方を割り当てるとともに、上記プリアンブ
ル部に続く付加的なプリアンブル信号成分又は上記プリアンブル部に続く反転プリアンブ
ル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当てて構成されるデータパケットを無線通信
すること
　を特徴とする無線通信システム。
【請求項７】
　請求項６記載の無線通信システムに適用される無線通信装置において、
　上記データパケットを生成するデータ生成手段と、
　他の当該無線通信装置から受信した上記データパケットから上記プリアンブル部並びに
上記サブヘッダ部に割り当てられたデータに基づいて他の当該無線通信装置との間で同期
化を行う同期化手段とを備えること
　を特徴とする無線通信装置。
【請求項８】
　請求項７記載の無線通信装置に実行させるためのプログラムにおいて、
　上記ヘッダ部は、同期化のためのプリアンブル部と、上記プリアンブル部に続くサブヘ
ッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、上記プリアンブル部における同期性能を助長す
るための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関する付加
情報を明示する信号系列の一方又はその双方を割り当てるとともに、上記プリアンブル部
に続く付加的なプリアンブル信号成分又は上記プリアンブル部に続く反転プリアンブル信
号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当てて構成されるデータパケットを生成するデー
タ生成ステップと、
　他の当該無線通信装置から受信した上記データパケットから上記プリアンブル部並びに
上記サブヘッダ部に割り当てられたデータに基づいて他の当該無線通信装置との間で同期
化を行い、及び／又は上記付加情報に応じた制御を実行するステップとを上記無線通信装
置に実行させるためのプログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データパケットを無線通信する無線通信方法に関し、特に同期性能を向上さ
せる上で好適な無線通信方法及びシステム、無線通信装置、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＡＮ(Personal Area Network)は、高速化され、また安価になってきたため、ＰＡＮ
に対する実用化が一段と加速している。このような背景から、ＰＡＮの標準化がＩＥＥＥ
（Institute of Electrical and Electronics Engineering）で進められている。
【０００３】
　中でもＩＥＥＥ８０２．１５．４規格は、８６８ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ及び２．４５Ｇ
Ｈｚ付近の周波数を利用する無線通信であり、わが国では、ＩＥＥＥ８０２．１５．４ｄ
規格が実用化されている。また、このＩＥＥＥ８０２．１５．４規格を利用したＺｉｇｂ
ｅｅ（登録商標）は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格で規定されたＰＨＹ層及びＭＡＣ層
を用い、その上位のネットワーク層、アプリケーション層を規格化したものである。この
Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）は、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格の特徴を生かし、超低消費
電力化、小型化、低コスト化を実現可能としている。
【０００４】
　このように、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格は、センサネットワークのみならず、ホー
ムネットワーク、オフィスネットワーク、人体に装着した各種医療用機器との通信ネット
ワークに加え、将来的にはユビキタスネットワーク社会を実現するためのキーテクノロジ
ーとしても注目されている。
【０００５】
　ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格による無線通信では、ネットワークを制御するＮＣ(Net
work-Coordinator)と、複数のＥＤ(End Device)と間で近距離無線通信を行うのが一般的
である。ちなみに、このネットワークの例としては、スター型、ツリー型、メッシュ型と
いった多彩なネットワーク形態が選択可能である。
【０００６】
　また、このＩＥＥＥ８０２．１５．４規格による無線通信に使用されるデータパケット
は、図９に示すように、プリアンブル部６１、ＳＦＤ（Start Frame Delimiter）６２、
実データが記述されるペイロード部６３に大きく分類することができる（例えば、特許文
献１、２参照。）。また、ペイロード６３部の前には、当該ペイロード６３に関する管理
情報等が記述されたＰＨＹヘッダ６５が付される場合もある。
【０００７】
　プリアンブル部６１は、データパケットの先頭に割り当てられるものであり、データリ
ンク上で通信の開始を知らせるため，実データに先立って流すビット列である。このプリ
アンブル部６１に割り当てられたビット列は、主として同期化を行うためのプリアンブル
信号成分である。
【０００８】
　また、このプリアンブル信号成分の終端には、ＳＦＤ６２が付加される。このＳＦＤ６
２は、プリアンブル信号成分の終わりを示すとともに、ペイロード部６３前段の送信先ア
ドレス部の開始を示す１オクテット（８ビット）長のフィールドである。このＳＦＤ６２
におけるデータビットの特定系列の割り当てが、プリアンブル部６１におけるプリアンブ
ル信号成分の終端を意味するものとする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１０－４３１６号公報
【特許文献２】特表２００９－５１６９３５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、上述したＩＥＥＥ８０２．１５．４規格による無線通信に使用されるデータ
パケットでは、あくまでプリアンブル信号成分のみに基づいて無線端末間で同期化を行う
。このプリアンブル信号成分は、限られたビット数のみで構成されていることから、同期
性能をより向上させる上での限界となっていた。一方ＳＦＤ６２は、上述したように、主
としてプリアンブル信号成分の終端を示す役割に留まるものであり、同期性能を向上させ
るための信号を記述することを何ら意図する領域ではない。このため、より同期性能を向
上させることが可能なＩＥＥＥ８０２．１５．４規格のデータパケットが従来より望まれ
ていた。
【００１１】
　なお、この無線端末間の同期性能の向上は、全ての通信空間において要求されるもので
はなく、あくまである特定の通信空間でのみ要求されるものである。このため、各通信空
間に応じて無線端末間の同期性能を臨機応変に切り替えることも可能なパケット構成も提
案する必要があった。
【００１２】
　そこで本発明は、上述した問題点に鑑みて案出されたものであり、その目的とするとこ
ろは、同期性能を向上させることができ、しかも各通信空間に応じてかかる同期性能を臨
機応変に切り替える上で好適な、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格の無線通信方法及びシス
テム、無線通信装置、プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　請求項１記載の無線通信方法は、ヘッダ部とペイロード部を有するデータパケットを無
線通信する無線通信方法において、上記ヘッダ部は、同期化のためのプリアンブル部と、
上記プリアンブル部に続くサブヘッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、上記プリアン
ブル部における同期性能を助長するための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデ
ータパケットの状態に関する付加情報を明示する信号系列、の一方又はその双方が割り当
てられるとともに、上記プリアンブル部に続く付加的なプリアンブル信号成分又は上記プ
リアンブル部に続く反転プリアンブル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当てて構
成されるデータパケットを無線通信することを特徴とする。
【００１６】
　請求項２記載の無線通信方法は、請求項１記載の発明において、上記サブヘッダ部には
、Ｇｏｌａｙ符号のComplementary pairsの一方のサブ系列の符号と、他方のサブ系列の
符号を、必要に応じて順序を入れ替え、或いは何れか一方又は両方の極性を反転させた上
で組み合わせて構成した系列をサブヘッダに含ませたデータパケットを無線通信すること
を特徴とする。
【００１７】
　請求項３記載の無線通信方法は、請求項２記載の発明において、上記サブヘッダ部に含
ませるサブ系列(以下、元サブ系列)の前後に、当該元サブ系列の後半部分および前半部分
をそれぞれ元サブ系列が巡回している形に置き換えることを特徴とする。
【００１８】
　請求項４記載の無線通信方法は、請求項２記載の発明において、上記サブヘッダ部には
、Ｇｏｌａｙ符号の一方のサブ系列の符号と、他方のサブ系列の符号とを順に割り当て、
更にその後に上記一方のサブ系列、又は上記他方のサブ系列のいずれかの符号を割り当て
て構成されるデータパケットを無線通信することを特徴とする。
【００２０】
　請求項５記載の無線通信方法は、請求項１記載の発明において、上記サブヘッダ部にお
ける、上記プリアンブル部における同期性能を助長するための信号系列、当該同期性能を
助長すると同時にデータパケットの状態に関する付加情報を明示する信号系列の割り当て
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を、１）無線通信装置のネットワークへの割当毎に決定する場合、２）無線通信装置間の
通信ストリーム毎に決定する場合、の何れか、又は双方が可能であって、上記選択は、Ａ
）ネットワーク内に割り当てられている無線通信装置の数、Ｂ）使用する通信メディアの
種類、Ｃ）ネットワークの構成、の何れか１以上に基づいて行うことを特徴とする。
【００２１】
　請求項６記載の無線通信システムは、ヘッダ部とペイロード部を有するデータパケット
を無線通信する無線通信システムにおいて、上記ヘッダ部は、更に同期化のためのプリア
ンブル部と、上記プリアンブル部に続くサブヘッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、
上記プリアンブル部における同期性能を助長するための信号系列、当該同期性能を助長す
ると同時にデータパケットの状態に関する付加情報を明示する信号系列の一方又はその双
方を割り当てるとともに、上記プリアンブル部に続く付加的なプリアンブル信号成分又は
上記プリアンブル部に続く反転プリアンブル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当
てて構成されるデータパケットを無線通信することを特徴とする。
【００２２】
　請求項７記載の無線通信システムは、請求項６記載の無線通信システムに適用される無
線通信装置において、上記データパケットを生成するデータ生成手段と、他の当該無線通
信装置から受信した上記データパケットから上記プリアンブル部並びに上記サブヘッダ部
に割り当てられたデータに基づいて他の当該無線通信装置との間で同期化を行う同期化手
段とを備えることを特徴とする。
【００２３】
　請求項８記載のプログラムは、請求項７記載の無線通信装置に実行させるためのプログ
ラムにおいて、上記ヘッダ部は、同期化のためのプリアンブル部と、上記プリアンブル部
に続くサブヘッダ部とを有し、上記サブヘッダ部には、上記プリアンブル部における同期
性能を助長するための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態
に関する付加情報を明示する信号系列の一方又はその双方を割り当てるとともに、上記プ
リアンブル部に続く付加的なプリアンブル信号成分又は上記プリアンブル部に続く反転プ
リアンブル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に割り当てて構成されるデータパケットを
生成するデータ生成ステップと、他の当該無線通信装置から受信した上記データパケット
から上記プリアンブル部並びに上記サブヘッダ部に割り当てられたデータに基づいて他の
当該無線通信装置との間で同期化を行い、及び／又は上記付加情報に応じた制御を実行す
るステップとを上記無線通信装置に実行させる。
【発明の効果】
【００２４】
　上述した構成からなる本発明によれば、プリアンブル部に続くサブヘッダ部を新たに設
定し、当該サブヘッダ部には、少なくともプリアンブル部における同期性能を助長するた
めのデータを割り当てて構成するものであるから、かかる同期性能をより向上させること
ができる。また、サブヘッダ部における同期性能を助長するためのデータは、各通信空間
に応じて自在に改変可能であることから、かかる同期性能そのものを通信空間に応じて臨
機応変に切り替えることも可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明を適用した無線通信システムのシステム構成図である。
【図２】本発明を適用した無線通信システムに適用されるデータパケットの構成を示す図
である。
【図３】サブヘッダ部にプリアンブル信号を割り当てた例を示す図である。
【図４】サブヘッダ部に反転プリアンブル信号を割り当てた例を示す図である。
【図５】サブヘッダ部にＧｏｌａｙ符号を割り当てた例を示す図である。
【図６】Ｇｏｌａｙ符号の一方のサブ系列の符号と、他方のサブ系列の符号とを組み合わ
せて構成した例を示す図である。
【図７】サブヘッダ部にＧｏｌａｙ符号を割り当てる場合の他の例を示す図である。
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【図８】サブヘッダ部に、プリアンブル信号成分又は反転プリアンブル信号成分と、Ｇｏ
ｌａｙ符号とを順に割り当てた例を示す図である。
【図９】ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格による無線通信に使用されるデータパケットの例
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００２７】
　図１は、本発明を適用した無線通信システム１のシステム構成を示している。この無線
通信システム１は、各種通信方式に基づいて、一の通信装置２ａと、他の通信装置２ｂと
の間で互いに電波を送受信することにより双方向で無線通信するシステムである。
【００２８】
　この無線通信システム１は、例えばＩＥＥＥ８０２．１５．４、８０２．１５．４ｄ標
準に基づくＰＡＮ(Personal Area Network)である。なお、無線通信システム１は、図１
に示すような１対１のネットワーク形態に限定されるものではなく、１対複数のスター型
、ツリー型等いかなるネットワーク形態を適用してもよい。
【００２９】
　通信装置２は、例えば、ノート型のパーソナルコンピュータ（ノートＰＣ）や、携帯電
話等を初めとした各種携帯情報端末、等で構成される。通信装置２は、少なくともＰＡＮ
において他の通信装置２との間で無線パケット通信を行うことができる。また、これら通
信装置２間では、互いに同期化を行った上で無線パケット通信を行う。
【００３０】
　また本発明を適用した無線通信システム１は、例えば図２に示すようなデータパケット
５を使用する。このデータパケット５は、ヘッダ部１１とペイロード部１２を有する。ヘ
ッダ部１１は、管理情報等が書き込まれる領域であって、後述するペイロード部１２に記
述される実データに関する各種情報が書き込まれる。このヘッダ部１１は、更にプリアン
ブル部２１と、当該プリアンブル部２１に続くサブヘッダ部２２とを有する。ペイロード
部１２は、通信装置２を利用して実際に相手側へと本来伝達したい実データが記述される
領域である。
【００３１】
　ヘッダ部１１を構成するプリアンブル部２１には、プリアンブル信号成分が記述される
。このプリアンブル信号は、データパケットの先頭に割り当てられるものであり、パケッ
トの同期確立等の目的で、実データに先立って流すビット列である。このプリアンブル部
２１に割り当てられたプリアンブル信号は、主として同期化を行うためビット列である。
【００３２】
　プリアンブル信号は、所定のコードに従ってビット列が規則的に並べられているため、
このプリアンブル信号がプリアンブル部２１に付されたパケットデータを受信した他の通
信装置２においては、このプリアンブル信号における規則的なビット配列とそのコードを
検出することにより、信号捕捉、同期、およびチャネル推定を行い、ひいては通信を行う
ことができる。
【００３３】
　サブヘッダ部２２は、プリアンブル部２１における同期性能を助長するためのデータを
含むことが可能である。このサブヘッダ部２２は、特定の形式で定義される領域ではなく
、例えばＳＦＤ（Start Frame Delimiter）として構成するようにしてもよいし、他のデ
ータいかなるデータ領域として構成するようにしてもよい。
【００３４】
　サブヘッダ部２２における同期性能を助長するためのデータとしては、例えば、図３に
示すようにプリアンブル信号としてもよいし、図４に示すように反転プリアンブル信号と
してもよい。更に同期に加え、現在パケット構成等に関する付加的な情報を明示する目的
として、図５に示すように、サブヘッダ２２にＧｏｌａｙ符号を構成するようにしてもよ
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い。即ち、このサブヘッダ部２２には、プリアンブル部における同期性能を助長するため
の信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関する付加情報を
明示する信号系列、の一方又はその双方を割り当てて構成されることになる。
【００３５】
　サブヘッダ部２２についてプリアンブル信号で構成する場合には、当該サブヘッダ部２
２のプリアンブル信号は、プリアンブル部２１におけるプリアンブル信号に対して付加的
なものとして構成される。かかる場合において、このサブヘッダ部２２のプリアンブル信
号は、その直前のプリアンブル部２１のプリアンブル信号の延長のビット列で構成するよ
うにしてもよい。かかる場合には、データパケット５を受信する側の通信装置２において
、このサブヘッダ部２２のプリアンブル信号と、その直前のプリアンブル部２１のプリア
ンブル信号とを一体化して受信処理を行うことが可能となり、実質的にプリアンブル系列
のビット列の拡張となることから、同期性能をより向上させることが可能となる。
【００３６】
　また、サブヘッダ部２２について、反転プリアンブル信号とする場合には、プリアンブ
ル部２１におけるプリアンブル信号を構成する各ビットの符号を反転させて構成する。か
かる場合には、データパケット５を受信する側の通信装置２において、プリアンブル部２
１のプリアンブル信号の相関処理後の出力が、サブヘッダ部２２の反転プリアンブル信号
により、途中で反転することになる。その結果、このプリアンブル信号の反転を識別する
ことにより、プリアンブル部２１のプリアンブル信号の終焉を容易に判別することが可能
となる。
【００３７】
　次に図５に示すように、サブヘッダ部２２において、プリアンブル部２１における同期
性能の助長に加え、現在パケット構成等に関する付加的な情報を明示する目的でＧｏｌａ
ｙ符号を付す場合について説明をする。このＧｏｌａｙ符号は、図６に示すようにＧｏｌ
ａｙ符号の一方のサブ系列ａの符号と、他方のサブ系列ｂの符号とを組み合わせて構成す
る。各サブ系列は、それぞれ８ビットの信号を形成するものであり、かかるサブ系列ａ、
ｂの符号の組合せ方法に応じて識別子を形成させることも可能となる。
【００３８】
　例えば図６に示すように、サブヘッダ部２２においてサブ系列ａ、サブ系列ｂの順で並
べることにより、例えばペイロードを符号化する旨の識別子を形成することが可能となる
。またサブヘッダ部２２においてサブ系列ａ、サブ系列ｂを反転させたサブ系列－ｂの順
で並べることにより、例えばペイロードを符号化しない旨の識別子を形成することが可能
となる。更にサブヘッダ部２２においてサブ系列ｂ、サブ系列ａの順で並べることにより
、又はサブ系列ｂ、サブ系列－ａの順で並べることにより、ある所定の識別子を作り出す
ことも可能となる。
【００３９】
　即ち、Ｇｏｌａｙ符号のComplementary pairsの一方のサブ系列の符号と、他方のサブ
系列の符号を、必要に応じて順序を入れ替え、或いは何れか一方又は両方の極性を反転さ
せた上で組み合わせて構成した系列をサブヘッダに含ませるものとする。
【００４０】
　このようにＧｏｌａｙ符号は、２種類の補完的なサブ系列ａ、ｂを組み合せたｎ組で表
わされる。そして、このサブ系列の組合せは、いずれかのサブ系列ａ又はサブ系列ｂを反
転させた場合と、当該サブ系列の順序を入れ替えた場合で合計８通りの割り当て形態があ
り、ｎ組を用いると８ｎ通りの割り当て形態が可能である。この割り当て形態の種類を、
データパケットの付加的な情報の識別子として活用することができる。例えば、当該表示
部分以降のヘッダ部、ペイロード部のいずれかあるいは両方が誤り制御符号化されている
場合にその状態、すなわち符号化の有無や、符号語の種類等を識別子化して表示すること
ができる。
【００４１】
　なお、このＧｏｌａｙ符号はサブ系列ａとサブ系列ｂとは、互いに相補的な符号である
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ため、２つのサブ系列ａ、ｂの相関検出信号を加算すると、ノイズ成分がキャンセルされ
る。このため、このＧｏｌａｙ符号では、相関検出信号のサイドローブが小さくなり、理
想的な相関検出信号が得られる。
【００４２】
　このようなＧｏｌａｙ符号のサブ系列ａ、ｂを組み合せることにより、同期化を実現す
るための識別子を作り出すことも可能となる。これにより、プリアンブル部２１における
プリアンブル信号による同期性能をより向上させることが可能となる。
【００４３】
　また、このＧｏｌａｙ符号を付す場合には、例えば以下の図７に示すような形態を用い
るようにしてもよい。例えばサブ系列ａの前半のビット列ａ１＝[１　－１　－１　－１]
とし、後半のビット列ａ２＝[１　１　－１　１]とし、またサブ系列ｂの前半のビット列
ｂ１＝[－１　１　－１　－１]とし、後半のビット列ｂ２＝[－１　－１　－１　１]とす
る。このとき、例えば図７(a)に示すように、サブヘッダ部２２においてビット列をａ２

、ａ、ａ１、ｂ２、ｂ、ｂ１の順で配列するようにしてもよい。即ち、このサブヘッダ部
２２におけるサブ系列ａ、ｂの一部の符号を抽出して、その前又は後に割り当ててこれを
構成することとなる。即ち、サブヘッダ部２２に含ませるサブ系列ａ(以下、元サブ系列)
の前後に、当該元サブ系列ａの後半部分ａ２および前半部分ａ１をそれぞれ元サブ系列ａ
が巡回している形に置き換えることを行う。
【００４４】
　これにより、Ｇｏｌａｙ符号のサブ系列は、相関時に一方が巡回シフトされた状態であ
ると、極めて優れた無相関特性を示すため、図7(a)の例のように、互いに長さが等しいａ

２、ａ１の巡回成分を前後に付加した場合、相関時の前後、付加成分の時間区間において
優れた無相関特性が得られることになる。これは、相関の誤検出の防止に有効である。
【００４５】
　また図７(b)に示すように、サブ系列についてサブ系列ａ、ｂ、ａの順で並べるように
してもよい。これにより、Ｇｏｌａｙサブ系列のいずれかが複数回送信されることになり
、重複送信による信頼度が向上する。このときサブ系列ａ、ｂ、ｂの順で並べるようにし
てもよい。即ち、この形態においては、サブヘッダ部２２に、Ｇｏｌａｙ符号の一方のサ
ブ系列ａと、他方のサブ系列ｂとを順に割り当て、更にその後に上記一方のサブ系列ａ又
は他方のサブ系列ｂを割り当てて構成したものである。
【００４６】
　ちなみに、本発明を適用した無線通信システム１では、上述の如くサブヘッダ部２２を
新たに設定することにより、同期性能を助長するためのデータを自在に挿入することも可
能となり、その種別も自由に決定して挿入することが可能となる。通信装置２間の同期性
能の向上は、全ての通信空間において要求されるものではなく、あくまである特定の通信
空間でのみ要求されるものである。このため、各通信空間に応じて通信装置２間の同期性
能を臨機応変に切り替えるべく、サブヘッダ部２２において同期性能を助長するためのデ
ータを自在に入れ替えることも可能となる。なお、通信装置２間の同期性能を特段向上さ
せる必要が無い場合には、このサブヘッダ部２２をＳＦＤとして構成するようにしてもよ
い。
【００４７】
　また、本発明では、サブヘッダ部２２における、プリアンブル部２１における同期性能
を助長するための信号系列、当該同期性能を助長すると同時にデータパケットの状態に関
する付加情報を明示する信号系列の割り当てを、１）通信装置２のネットワークへの割当
毎に決定する場合、２）通信装置２間の通信ストリーム毎に決定する場合、の何れか、又
は双方を可能とするようにしてもよい。そして、この１）、２）の何れか又は双方の選択
を、Ａ）ネットワーク内に割り当てられている無線通信装置の数、Ｂ）使用する通信メデ
ィアの種類、Ｃ）ネットワークの構成の何れか１以上に基づいて行うようにしてもよい。
ここでいうＢ）使用する通信メディアの種類とは、例えば長/短データ、高品質/低品質デ
ータ等を表すものである。またＣ）ネットワークの構成とは、いわゆるネットワークのト
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トワーク構成における通信相手までのホップ数等の情報である。
【００４８】
　なお、本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではない。例えば、図８に示す
ように、サブヘッダ部２２には、プリアンブル部２１に続く付加的なプリアンブル信号成
分又はプリアンブル部２１に続く反転プリアンブル信号成分と、Ｇｏｌａｙ符号とを順に
割り当てて構成するようにしてもよい。ちなみに図８は、サブヘッダ部２２の前段に反転
プリアンブル信号を割り当てた例であるが、その代替として付加的なプリアンブル信号成
分を割り当てるようにしてもよい。これらプリアンブル信号又は反転プリアンブル信号と
、Ｇｏｌａｙ符号とを組み合わせて構成することにより、上述した同期化並びに識別子化
した情報の送信の双方を同時に実現することが可能となる。
【００４９】
　また本発明は、上述した無線通信方法、無線通信システム１として具体化される場合に
加え、その無線通信システム１に適用される各通信装置２としても具体化されるものであ
る。かかる場合には、各通信装置２において、上述したデータパケットを生成するための
手段が実装されているとともに、他の当該通信装置２から受信したデータパケットからプ
リアンブル部２１並びにサブヘッダ部２２に割り当てられたデータに基づいて他の当該通
信装置２との間で同期化を行う手段が実装されていることが必要になる。
【００５０】
　更に本発明では、かかる通信装置２に実行させるためのプログラムとして具体化される
ものであってもよい。
【００５１】
　かかる場合には、ヘッダ部１１は、同期化のためのプリアンブル部２１と、プリアンブ
ル部２１に続くサブヘッダ部２２とを有し、サブヘッダ部２２には、少なくともプリアン
ブル部２１における同期性能を助長するためのデータを割り当てて構成されるデータパケ
ットを生成するデータ生成ステップを有するプログラムとする。また、他の当該通信装置
２から受信したデータパケットからプリアンブル部２１並びにサブヘッダ部２２に割り当
てられたデータに基づいて他の当該通信装置２との間で同期化を行う同期化ステップを有
するプログラムとする。
【符号の説明】
【００５２】
１　無線通信システム
２　通信装置
５　データパケット
１１　ヘッダ部
１２　ペイロード部
２１　プリアンブル部
２２　サブヘッダ部
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